
熊本地震の復旧・復興 

九州地方整備局 
平成29年1月 

▲ 平成28年12月24日 俵山トンネルルートの開通式（熊本地震） 



阿蘇地域周辺道路の役割（国道57号、325号、県道28号）  
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（主）熊本高森線 
（県道２８号） 

熊本港 

     

阿蘇山 

熊本都市圏 

国道５７号 ：熊本都市圏と大分都市圏を結ぶ道路 

県道２８号 ：南阿蘇地域と熊本都市圏を結ぶ道路 
八代港 

長洲港 

熊本空港 

至：大分県 

至：宮崎県 

57

57

国道３２５号：熊本都市圏と宮崎県北地域を結ぶ道路 
    （阿蘇地域の南北間を結ぶ道路） 



道路復旧の概要（大津町・西原村・南阿蘇村周辺広域図） 
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主要地方道 
 熊本高森線(県道28号) 

復興法に基づく権限代行 
L=約10km 
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黒 川 

①斜面崩壊箇所上部の状況 ②河道部の状況 
① 

国道57号 

JR豊肥本線 

国道325号阿蘇大橋 

国道325号 

崩壊幅 
約200m 

崩壊長 
約700m 

③捜索支援・土砂撤去状況 

捜索実施状況 

③ 

土砂撤去状況 

至 
熊 
本 

至宮崎 

至 
大
分 

黒  
川 

国道57号 

国道325号 
斜面崩壊箇所上部で 
クラックを確認 

② 

道路復旧の概要（国道57号 現ルート、ＪＲ豊肥本線） 



国道57号 北側復旧ルート 
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至熊本市 

国道325号 阿蘇大橋【権限代行】 

橋梁形式：３経間連続ラーメン箱桁橋 



俵山トンネルルート（県道熊本高森線）【権限代行】 
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トンネル及び村道(旧道）を活用し平成28年12月24日東西方向の交通確保 
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戸下大橋 

村道栃の木～立野線【権限代行】 

栃の木側 仮橋橋脚杭打ち状況 



ミルクロード（県道北外輪山大津線）冬季対策の強化 
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◆強化対策 

ふたえのとうげ 

二重峠交差 左折レーン設置 

道路監視カメラ 22基、道路照明灯22基、距離標、 
視線誘導標、仮設トイレ4箇所、路面標示 設置区間 約14㎞ 

二重峠左折レーン設置 待避所設置 



道路復旧の進捗状況とライブカメラの情報発信 
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熊本県阿蘇郡南阿蘇村 立野 
○平成28年4月16日（平成28年熊本地震） 
○被害状況 
 国道57号、国道325号、ＪＲ豊肥本線 
○主な対策工 
  土留盛土工、法面対策工（事業費：約２０億円） 

○平成28年5月5日 工事着手 
○斜面頭部に不安定な土砂が存在し、上部にクラックも 
 確認されていることから、無人で操縦できる建設機械 
 を使用し無人化施工により工事を実施しています。 

◆不安定土砂の除去状況 
（Ｈ28年10月31日撮影） 

◆土留盛土〔上下段〕 
（施工完了） 

阿蘇大橋地区土砂災害の砂防事業（概要） 
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○ 平成28年熊本地震により発生した、阿蘇大橋地区の大規模な斜面崩壊について、斜面上部に残る多量の
不安定土砂の崩落による二次災害を防ぐための緊急的な対策工事を実施しています。 

◆斜面上部の不安定土砂を取り除き法面対策工
を実施します 

◆斜面中腹には、落石や不安定土砂の崩落対
策として土留盛土を設置します 

（
熊
本
側
） 

（
大
分
側
） 

工事の進捗状況 

対策の概要 土砂災害の概要 

施工の流れ 

監視装置の整備 
(継続監視中) 

工事用道路の整備 
(完成) 

土留盛土の設置 
(完成) 

不安定土砂の除去 
(実施中) 

法面対策工 
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阿蘇大橋地区土砂災害の砂防事業（土留盛土の施工）【上段:8月31日、下段:10月22日完了】 

5～9ｍ

３
ｍ

土留盛土整備状況（11月4日熊本側より撮影） 

土 留 盛 土 

３ｍ 

熊本側 大分側 

土留盛土整備状況（10月30日大分側より撮影） 

土留盛土全景（10月31日撮影） 
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阿蘇大橋地区土砂災害の砂防事業（頭部不安定土砂の除去）【11月10日完了】 

3号機 
2号機 

1号機 

ラウンディング前（8月23日撮影） 

ラウンディング 
範囲下端部 

施工着手前 

施工状況 ラウンディング作業状況（10月25日撮影） 

ラウンディング状況(1号機） 
10月25日撮影 

ラウンディング状況 (2,3号機） 
10月25日撮影 

○ 滑落崖周辺の不安定土砂や落石の発生源となりそうな浮石、転石   
   の除去（ラウンディング）を実施。 
○ 高所法面掘削機3台により、8月31日に作業着手。 
○ 11月10日（約2ヶ月半）で計画範囲の作業完了。 
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阿蘇大橋地区土砂災害の砂防事業（ガリー侵食部の不安定岩塊の除去） 

6月17日（降雨前） 6月26日（降雨後） 

▲ 6月20日の豪雨によりガリ－浸食が発達 

Ａ部 

Ｂ部 

11月2日 

▲ 拡大 

12月24日 

▲ 岩塊の除去完了 

▲ Ａ部 岩塊の除去 ▲ Ｂ部 岩塊の除去 

施工前 
施工後 施工前 施工後 
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阿蘇大橋地区土砂災害の砂防事業（復旧ステップ①） 

砂防 
事業 

道路 
事業 

鉄道 
事業 

【崩壊エリア内】  無人化施工 
 

①監視装置の整備 
②工事用道路（進入路）の整備 
③土留盛土工（上段、下段）設置 
④滑落崖周辺の不安定土砂を緊急的に
除去（ラウンディング） 

 ⇒有人施工を行うための安全対策 

【崩壊エリア内】 
斜面上端から順次有人施工 

 

①不安定土砂の除去（排土） 
②法面対策工（頭部） 

【崩壊エリア内】  有人施工 
 

①斜面全体の対策（中腹等） 

【崩壊エリア外】  
 

⑤熊本側、大分側の工事用道路 

【崩壊エリア内】  有人施工 
 

③仮設道路及び鉄道の調査・検討      

【崩壊エリア内】  有人施工 
 

②仮設道路運用 
③鉄道復旧 

復旧に向けて着手 

ステップ１ 
H28年12月26日完了 
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阿蘇大橋地区土砂災害の砂防事業（復旧ステップ②）【斜面下部における有人施工着手】 

有人施工に向けての作業環境現地確認 (H28.12.26) 

検討会の状況 

○「阿蘇大橋地区復旧技術検討会（第４回）」では、斜面下部での有人施 
 工着手に向けての作業環境確保のための対策を審議し、現場では、年内 
 を目標に実施すこととしておりました。 
○ 今日は、それらの実施状況を(桜井委員とともに)確認してきました。 
○ 結果は『全ての対策の実施・完了を確認』しました。 
○ これにより、年明けから有人作業による調査が可能となり道路・鉄道 
  事業の復旧に向けた次のステップに進めると考えています。 

現地確認の状況 

 ○ 12月6日に『阿蘇大橋地区復旧技術検討会（第４回）』を開催、ラウンディングの施工及び有人施工 
  を行うための安全対策を審議しました。 
 ○ 12月26日に検討会委員による「斜面下部の安全施工に係る作業環境現地確認」を実施、全ての対策の 
  実施・完了を確認しました。 

阿蘇大橋地区復旧技術検討会（第４回）について (H28.12.6) 

【北園委員長のコメント】 

　　　　　　　　　　　　　　　上段

　　　　　　　　　　　　　　　下段

　　　　　　　　　　　　　　　　　　大分側 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　央 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊本側 1 1 1 1 1 1

熊本側ガリー箇所の転石除去

○第３回 ○第４回 ●現地確認

斜面下部（道路等復旧）

復旧技術検討会

復旧ステップ
平成28年 平成29年～

ステップ１ ステップ２

緊
急
的
な

不
安
定
土
砂
の
除
去

監視体制強化
作業中止基準等

不安定土砂の除去
法面対策工（頭部）

ラウンディング

土留盛土工

有人施工を行う

ための安全対策

11/10 完了

10/22完成

8月末完成

恒久対策

12/26完了

12/26 完了
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⑥白川沖新地区外堤防嵩上復旧外合併工事 

⑦白川十禅寺地区外堤防嵩上復旧外合併工事 

①白川新地地区高潮復旧工事 

②白川十禅寺地区特殊堤外復旧工事 

⑤白川小島地区外堤防嵩上復旧外合併工事 

④白川子飼地区外護岸復旧外合併工事 ③白川蓮台寺地区特殊堤復旧工事 

凡  例 

  堤防の再構築 

  堤防の嵩上げ等 

小島地区 

蓮台寺地区 

○ 平成28年4月熊本地震により変状した白川の堤防等について、現在、全ての箇所で災害復旧工事を実施
しています。  

○ 現在、変状が生じた堤防の撤去、液状化対策、堤防の再構築を実施しています。 
  また、堤防が沈下した箇所において、堤防の嵩上げ等を実施しています。 
○ 平成28年12月末時点で工事全体の進捗率は約30％であり、平成29年の本格的な梅雨期（出水期）までに

完成の予定です。 

白川、緑川堤防の本復旧（白川①） 

白川災害復旧工事箇所位置図 
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沈下-約30cm 
被災直後 

堤防の嵩上げ（⑤小島地区） 

堤防の再構築 仮締切 

液状化対策 

開削箇所 

天端のアスファルトを撤去し、堤防
の嵩上げ盛土を実施中。 

堤防嵩上げ 

砂質土の充填 

被災直後 

堤防の再構築（③蓮台寺地区） 

白川、緑川堤防の本復旧（白川②） 

仮締切りが完了し、変状が生じた堤
防の撤去、液状化対策、堤防の再構
築を実施中。 

被災した堤防の撤去完了 

仮締切り 

堤防撤去完了 

液状化対策施工中 

H28.1.5 

堤防法面盛土施工中（段切り） 
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○ 平成28年4月熊本地震により変状した緑川の堤防等について、現在、全ての箇所で災害復旧工事を実施
しています。 

○ 現在、変状が生じた堤防の撤去、地盤改良、堤防の再構築を実施しています。 
  また、堤防が沈下した箇所において、堤防の嵩上げ等を実施しています。 
○ 平成28年12月末時点で工事全体の進捗率は約30％であり、平成29年の本格的な梅雨期（出水期）までに

完成の予定です。 

①緑川小岩瀬地区堤防復旧工事 

⑨緑川網津地区外堤防及び樋管復旧外合併工事 

⑪加勢川鯰地区外堤防及び護岸外復旧工事 
⑩緑川川口地区外堤防復旧外合併工事 

③緑川野田地区堤防復旧工事 

④緑川釈迦堂地区外堤防復旧工事 

⑦緑川下仲間上流地区 
 堤防復旧工事 

⑥緑川下仲間中流地区堤防復旧工事 

⑭御船川御船地区外堤防及び樋管復旧工事 

⑫御船川西村地区外堤防護岸復旧工事 ⑬御船川御船地区堤防復旧工事 

⑧緑川津志田地区外堤防復旧合併工事 

⑤緑川下仲間下流地区堤防復旧工事 

②緑川上杉地区堤防復旧工事 

緑川災害復旧工事箇所位置図 

凡  例 

  堤防の再構築 

  堤防の嵩上げ等 

御船地区 

上杉地区 

白川、緑川堤防の本復旧（緑川①） 
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仮締切りが完了し、変状が生じた堤
防の撤去、地盤改良、堤防の再構築
を実施中。 

被災直後 

堤体の変状箇所を部分的に掘削し、
堤防の嵩上げ盛土を実施中。 

被災直後 

堤防の嵩上げ（⑫御船地区） 

仮締切 

堤防の再構築 

地盤改良 

H28.11.11 

  

護岸補修 

堤防嵩上げ 

堤防の再構築（②上杉地区） 

白川、緑川堤防の本復旧（緑川②） 

H29.1.5 
地盤改良 

地盤改良箇所 

H29.1.5 
堤防嵩上げ 



白川の堆積土砂と流木の撤去状況（国管理区間） 
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○ 監視カメラや河川巡視にて、河川内の堆積土砂や流木の監視体制を強化しています。 
○ 河川内に堆積した土砂や流木については適宜撤去しており、堆積土砂：約8万m3、流木：約6,000空m3を

撤去しました。（H28.12.22現在） 
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流木… 
土砂… 

流木・土砂撤去量 [土量(m3)] [流木(空m3)] 

7/4時点 

白川橋下流（熊本市本山）【土砂撤去前】 

長六橋【流木撤去前】 長六橋【流木撤去後】 

白川橋下流（熊本市本山）【土砂撤去後】 

9/20時点 

7/7時点 7/21時点 


